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では現在の状態と ｢この前｣の状態が比較されている (図-I) ｡したがって,これらの例に
おいては,所有量のスケールと存在する畳のスケールがそれぞれ喚起されているニ
ト一 一 十 一一■ト -一一O Y X 一一一一一● メンタルスキャニング
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然である｡.一方 ｢次Jは,碓井 (2003)において ｢ア ト｣の舷蛋を分析する際に導
入されているような煩序 (Order)の概念を適用して分析する必要があるだろうC
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